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「だれのぼうしかな。」 

学校のかえりに、雨でぬれたぼうしを見つけました。そのままおいていこうか、ぼくがつれてかえろう

か、こまってしまいました。ぼうしがなみだをながして、 

「はやくおうちにかえりたいな。」と、いっているように見えました。 

「よし。ぼくがつれてかえろう。このぼうしをおとしたおともだちも、こまっているだろうな。」 

はしっていえにかえって、おかあさんにぼうしのせんたくをおねがいしました。 

「いそいでせんたくするね。あした、学校でおともだちにわたしてね。」 

 つぎのあさ、ないていたぼうしはきれいになって、ニコニコしていました。 

「よし。まいごのぼうしをとどけるぞ。」 

と、きょうしつをとびだしたけれど、「四年生のきょうしつはどこかな。いったことがないからこわい

な。」と、ぼくはどきどきしました。 

「トントントン。一年二くみのそらです。あおいさん、いますか。ぼうしをとどけにきました。」 

「うわあ。わたしのぼうしだ。ありがとう。」 

あおいさんはにっこりしていました。ぼくは、（がんばってとどけてよかった）と、こころのなかでガ

ッツポーズをしました。 

 きょうしつにかえって、先生に、「ぼうしをとどけました。」というと、「いいことをしましたね。」と、

あたまをなでてほめてくれました。 

 つぎのあさ、あおいさんがぼくのきょうしつにきました。 

「そらさん、うれしかったよ。はいどうぞ。」 

と、ちゃいろいふうとうをぼくにわたしました。いえにかえってふうとうをあけると、 

『ぼうしをさがしても見つからなくて、とてもこまっていたよ。ぼうしをひろって、おせんたくして、

きょうしつまでとどけてくれて、ありがとう』とかいてありました。 

おてがみをよんでいると、ぼくのこころはポカポカになりました。 

「ないていたぼうしも、あおいさんもこまっていたんだな。どきどきしたけど、ぼうしをひろって、

とどけてよかった。」と、ぼくはおもいました。 

いっしょにてがみをよんだおかあさんが、 

「そらがひろったぼうしで、あおいさんだけでなく、そらやおかあさんたちも、あたたかいきもちに

なったよ。」といって、ぼくをぎゅっとしてくれました。 

ニッコリわらったおかあさんを見ると、ぼくは（しんせつは、みんなをえがおにするんだ）とおもい

ました。あおいさんからもらったおてがみは、そぉっとたからばこにしまいました。 

 ぼくは、これからも、まわりにいる人のこころがぽかぽかになる、しんせつのたねをたくさんまこう

ときめました。 


